
 

 

 

 

地域・学校の 

共通の目標 

あやせコミュニティ・スクール 

～地域とともにある学校づくりを目指して～ 

 
 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 綾瀬市 

 

 

 

 

  

 

 

 

綾瀬市教育委員会 

 
 

 

コミュニティ・スクールが求められる背景 

子どもたちを取り巻く環境や学校が抱える課題は複雑化・多様化しており、学校と地域

の連携・協働の重要性が指摘されています。子どもや学校の抱える課題の解決、未来を担

う子どもたちの豊かな成長のためには、社会総掛かりでの教育の実現が不可欠です。 

綾瀬市では、コミュニティ・スクールを推進し、「地域とともにある学校づくり」と

「学校を核とした地域づくり」を目指していきます。 

学校 地域 
（参画） （熟議） 

連携・協働 

積極的な取組 積極的な取組 



※コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会を設置した学校のことです。 

 

説明 

承認・意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域と学校の間に共通の目標が設定されると、協働して前向きな姿勢で取り組むこと

ができ、子どもたちへの教育効果も大いに期待できます。さらに、「地域と学校が一体」

となり、「役割分担」をしながら、それぞれが「主体的」に取り組むので、お互いにメリ

ットが生まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域とともにある学校づくり」に向けたコミュニティ・スクール 

【学校運営協議会の役割とは？】 

◆校長が作成する学校経営計画（グランドデザイン）を承認する。 

◆地域の子どもをどう育てたいかを熟議する。 

 

 

 

 

 

 

〇学びや体験学習が充実する 

〇自己肯定感が高まり、地域への愛着がわく 

〇安全・安心な生活ができる 

 

〇地域の理解と協力を得た学校運営ができる 

〇地域の方の協力で教育活動が充実する 

〇子どもと向き合う時間が確保できる 

〇学校や地域に対する理解が深まる 

〇地域の中で子どもが育つ安心感がある 

〇地域の方との人間関係を築ける 

 

〇経験を生かすことで充実感が得られる 

〇学校を中心としたネットワークができる 

〇防犯・防災体制が構築できる 

 

子ども  

教職員 

保護者 

地域住民等 

校長 
〇学校経営計画 

 （グランドデザイン） 

〇学校評価 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員（15名以内） 
○保護者 

○地域住民 

〇教職員 など 
 

 

 

 

 

 

共通の目標 

 

 

 熟議  

コミュニティ・スクールのメリット 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※綾瀬市では、地域学校協働活動推進員を「地域コーディネーター」と呼びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校を核とした地域づくり」に向けた 

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進 

 

【地域学校協働活動とは？】 

地域住民（保護者を含む）等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を

支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパ

ートナーとして、様々な取組を実施する活動になります。 

学習のサポート 登下校の見守り 体験学習の講師 

学校行事の支援 教育環境の整備 

地域（参画） 

地域学校協働活動 

活動に関わる地域住民等 

 

 

 

 

  学校（熟議） 

学校運営協議会 

15名以内の委員 

 

 

 

 
地域コーディネーター 

（地域学校協働活動推進員） 

連携・協働 

学校を核とした地域づくり 

 

 

様々な地域学校協働活動の例 

 

コミュニティ・スクール 

部活動の指導 

学校と地域をつなぐ

役割を果たします。 



 

 

 

Ｑ１：コミュニティ・スクール（学校運営協議会）を、綾瀬市ではどのようにスタート

していきますか？また、今後はどのようになっていきますか？ 

Ａ１：はじめは、すでに学校に関わりを持っていただいている方々（例えば、PTA役員

や学校関係者評価委員、学校評議員など）を中心に協議し、これからの学校運営

協議会をどのように進めていくのかを検討することから始めるのも方法の一つ

です。数年をかけて各学校の組織づくりを行っていきます。 

 

Ｑ２：どのような人が委員に任命されるのですか？ 

Ａ２：○地域住民 ○保護者 ○PTA役員 ○卒業生保護者 ○自治会関係者 

○民生委員・児童委員 ○おやじの会メンバー ○青少年健全育成団体関係者 

○商店会代表 ○企業関係者 ○学識経験者 〇教職員など 

※委員のうち１名は、地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）を兼ねます。 

校長が委員を推薦し、教育委員会が任命します。 

 

Ｑ３：学校関係者評価・学校評議員制度との違いはどのようになっていますか？  

Ａ３：現在ある学校関係者評価・学校評議員制度は、委員が校長の求めに応じて学校運

営の評価をしたり、校長が意見を聞いたりすることができる制度です。コミュニ

ティ・スクールでは、さらに踏み込んで、地域住民や保護者が教育の当事者とし

て学校運営に参画します。 

 

Ｑ４：PTAや既存の団体との関わりはどのようになっていますか？  

Ａ４：PTAは学校運営にとって大切な組織ですので、引き続きご支援をお願いします。 

   また、これからは、「子どもを育てるために話し合う（熟議する）学校運営協議会」

と「子どもたちの学びや成長を支える地域学校協働活動」との連携が大切になっ

てきます。地域学校協働活動に関わる方々も学校運営協議会の委員となり、会議

で話し合われたことを各々の団体に広め、これまで以上に各団体の活動が充実し

ていくことがコミュニティ・スクールの魅力の一つです。 

 

Ｑ５：学校運営協議会で行われる「熟議」は、どのようなテーマで行われますか？ 

Ａ５：主に「学校や地域の課題」など、共通の目標をもってテーマを設定して行います。

具体的には「子どもたちの学力向上に向けて」「地域学習の進め方について」「子

どもたちの地域貢献活動について」「いじめの防止に向けて」などが考えられます。 

 

あやせコミュニティ・スクール Ｑ＆Ａ 

【お問い合わせ先】 

〇コミュニティ・スクールについて    〇地域学校協働活動について 

教育指導課 TEL：0467-70-5660   生涯学習課 TEL：0467-70-5658 

 

         

  


